
1 意見募集期間
令和７年４月17日（木）から令和７年５月16日（金）

2 意見提出件数
２７件（意見提出者：鹿児島県側３者，熊本県側２者）

3 意見の内容（集計）
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4 意見の内容と県の考え方 
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肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.15 基本方針２
目的地までのスムーズな接続の実現

施策２－１ 多様な関係者の参画に

よる⼆次交通の接続改善

○ 肥薩おれんじ鉄道沿線以外の，主要都市などへ向かうバスとの
連絡改善
  空港バスと同様に，例えば⾧島，牛深など，鉄道沿線ではない
がバスとの乗換えで行くことができる主要都市がある。こうした
主要都市行バスと列車との乗継ぎについても，空港バスと同様，
ダイヤ調整やPR などにより，途中で乗換えがあっても利用しやす
い状況を作り出せると思われる。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.15におい
て，同鉄道の各駅に接続する路線バス・コミュニティバス
等について，路線維持や必要に応じたダイヤ調整等を行
い，二次交通ネットワークの維持確保・改善を図ることと
しており，今後検討してまいりたいと考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.14　基本方針１
利用しやすい運行間隔の実現

施策１－２
交通事業者が連携した運賃・ダイヤ
等の設定による運行の効率化

肥薩おれんじ鉄道沿線の学校の登下校の時間に合わせたダイヤ設
定ができないか。
現在のダイヤでは，待ち時間が長く，生徒が安全に登下校できる
環境とは言えない。

御意見いただきありがとうございます。
地域公共交通計画（案）P13において，利用しやすい運行
間隔の実現を掲げておりますが，運転士の確保等により，
運行ダイヤの便数の維持・確保を図ってまいります。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.15 基本方針２
目的地までのスムーズな接続の実現

施策２－１ 多様な関係者の参画に

よる⼆次交通の接続改善

○　空港バスとの乗継ぎ改善
　肥薩おれんじ鉄道のいくつかの主要駅は，空港連絡バスで鹿児
島空港，熊本空港と結ばれている。列車とバスのダイヤを連携さ
せることで，肥薩おれんじ鉄道沿線と空港が，駅での１回の乗り
換えで結ばれることとなる。各駅における列車とバスのダイヤ連
携はもちろん，以下の追加策によって，乗換えがわかりやすく利
用しやすい状況をつくり出すことが重要と思う。
・　チラシやウェブなどで，乗継早見表を公開
・　もし可能なら，列車・バスの乗継割引の導入，同じ空港行な
　ら，どこの駅で列車・バスを乗り継いでも運賃が同額などの施
　策も併せて実施。
・　なお，列車・バスの行先表示，時刻表などに，「出水駅で鹿
  児島空港行バスに連絡」と表示（あるいはわかりやすいマーク
  等を表示）して，この列車／バスに乗れば円滑に空港と結ばれ
  るということをPRする。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.15におい
て，同鉄道の各駅に接続する二次交通等について，路線維
持や必要に応じたダイヤ調整等を行い，二次交通ネット
ワークの維持確保・改善を図ることとしており，今後検討
してまいりたいと考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.8　計画目標・KPI
キャッシュレス決済の拡大

IC決済には交通系ICカード(SUGOCA等)が含まれているが，JR鹿児
島本線のように乗降時タッチで利用できることが最善である。既
に車載式のカード端末が実用化されており，これを用いれば低コ
ストにて導入可能である。
沿線住民が便利になるだけではなく，観光客やJR鹿児島本線利用
者(主に日置・いちき串木野市民)が川内駅から先のおれんじ鉄道
を利用する心理的障壁が低くなり，潜在的需要を掘り起こすこと
ができる。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.8におい
て，他社の導入事例等を参考に，肥薩おれんじ鉄道の収入
に対するランニングコストを勘案して導入を判断すること
としたところでございます。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.14　基本方針１
利用しやすい運行間隔の実現

施策１－２
交通事業者が連携した運賃・ダイヤ
等の設定による運行の効率化

沿線住民の利便向上とJR鹿児島本線利用者の潜在的需要掘り起こ
しのため，かつて存在した快速「オーシャンライナーさつま」の
復活と，最終的には毎日運転を目標に掲げる。人員の問題やJR九
州との協力等解決すべき課題は多いが，目標として検討の価値は
ある。

御意見いただきありがとうございます。
快速「オーシャンライナーさつま」の復活については，関
係者間で解決すべき課題が多く，現時点では困難と考えて
おります。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

肥薩おれんじ鉄道沿線地域交通計画は，項目ごとにそれぞれ文章
でどういったことを実施するのか書かれているが，これを見て将
来の肥薩おれんじ鉄道をイメージすることは難しい。未来のおれ
んじ鉄道を，絵で表現してみるのもひとつ，文字だとイメージし
ずらい。

御意見いただきありがとうございます。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

肥薩おれんじ鉄道は，八代―川内間での運行のみでの採算は難し
いのではないか。
JR鹿児島線や三角線に乗り入れて熊本空港や福岡方面(鳥栖・大牟
田)への優等列車直通運転も考えられるのではないか。また沿線の
企業に呼びかけ，店舗内に時刻表を張り出したり駅への無料送迎
を行う代わりに，車内やWEBサイトで沿線の店舗(飲食店や立ち寄
り温泉など)の広報を無料で載せるなどできないものか。
また他の県内交通事業者(天草エアライン，旅客船会社，タクシー
会社，私鉄各社)と業種を超えてグループ企業を作り，振替輸送の
効率化を図るだけでなく，常時使える共通定期券などで日常利用
の利便性だけでなく，新たな旅行商品を創設できないものか。

御意見いただきありがとうございます。
JRの鹿児島本線や三角線への乗り入れは，関係者間で解決
すべき課題が多く，現時点では困難と考えております。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P20におい
て，沿線一体となった地域資源の磨き上げ・ＰＲを推進す
ることとしておりますが，御提案の沿線企業と連携した広
報展開につきましても，新たな観光商品の造成も含めて，
関係団体等と調整のうえ，今後検討してまいります。

合　計

項目 意見の概要 肥薩おれんじ鉄道未来戦略検討委員会の考え方

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

鉄道会社がやっている事例を書き並べた計画となっていて，言葉
のひとつひとつに熱い思い，逼迫さを感じ取ることができない。
おれんじ鉄道が目指すもの（姿）は，もっと短く，市民にとって
わかりやすい言葉で表現されたものがよい。

御意見いただきありがとうございます。

・　基本方針９（マイレール意識の醸成）への意見

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（素案）に係る
パブリック・コメントの実施結果について

・　計画全般への意見

・　計画目標・ＫＰＩへの意見

・　基本方針１（利用しやす運行間隔の実現）への意見

・　基本方針２（目的地までのスムーズな接続の実現）への意見

・　基本方針３（利用しやすいサービス・施設の実現）への意見

・　基本方針４（駅を核としたまちづくり）への意見

・　基本方針５（訪れたくなる仕掛け・地域づくり）への意見

・　基本方針６（貨物輸送量の増加）への意見

・　基本方針７（安全・安定輸送を確保するための施設・設備の整備）への意見

・　基本方針８（肥薩おれんじ鉄道の経営安定化）への意見



No 項目 意見の概要 肥薩おれんじ鉄道未来戦略検討委員会の考え方

9

10

11

12

13

14

15

16

17

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.23　基本方針６
貨物輸送量の増加

施策６－２　鉄道貨物輸送へのモー
ダルシフトの促進

○ 「急がない便」の導入・社会実験の実施など
  地球温暖化(CO2 削減)やドライバー不足など，国内貨物輸送を
取り巻くさまざまな問題が顕在化するなかで，貨物輸送のモーダ
ルシフトは，全国，全県で関心を持つべき重要事項だと思う。
これまでの貨物輸送では，なるべく早く届けることが第一と考え
られてきたように思う。だが，企業間取引ではない個人レベルで
の貨物輸送では，必ずしも急がなくてよい荷物も多いと，個人的
には思う。
そこで，「普通便より時間はかかるが，輸送料が安い，あるいは
何らかの特典がある」という宅配サービス（いわゆる「急がない
便」）を，鹿児島県全体で展開できないだろうか。主に荷物の発
送側の取り組みとなるが，はじめは社会実験のようなかたちでよ
いので，例えば，発送から荷物の到着までを7日や10 日などゆっ
くりめに設定し，事業者が荷物を計画的に発送しやすくする。
肥薩おれんじ鉄道が実施するというよりも，鹿児島県や県内市町
村が主体となって，国土交通省など関係省庁なども交えて進めて
いただきたい事項である。
「急がない便」の割合が高まることで，鹿児島貨物ターミナルを
発着する鉄道貨物の割合も増やすことができ，それが肥薩おれん
じ鉄道の収入（線路・架線利用料）にもプラスに跳ね返ってくる
ものと思う。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.23におい
て，荷主や運送事業者等に対し，鉄道輸送貨物事業者の取
組み等について情報共有し，利用促進に向けた意見交換を
行うとしているところでございます。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.19　基本方針４
駅を核としたまちづくり

施策４－１ 他分野機能・拠点の集
約による駅の賑わい創出

○　駅舎や沿線敷地を使った飲食店・ホテルなどの経営・誘致
　駅内などで列車の発着を見ながら，飲食したり読書したりとい
う時間を過ごすのは，旅情も誘ってなかなか心地よいものと感じ
ている。だが，鹿児島県内を見渡しても，現実にはなかなかその
ような場所がない。鉄道ファンの発想にはなるが，肥薩おれんじ
鉄道にそのような，鉄道を背景画やBGM にしながら過ごせる場所
があるといいなと思う。
肥薩おれんじ鉄道駅舎で空いている部屋の活用，遊休地における
簡易な店舗の建設等により，直営・委託を問わず，列車の発着を
見ながら時間を過ごせる商業的空間を作ってはどうだろう。
１） 列車の発着を見ながら飲食ができるカフェ・飲食店
２） 列車の発着を見ながら宿泊できる駅ホテル
３） 遊休地を活用したアパート，マンション運営
４） 自習室など沿線高校生向けの施設（基本方針３にも関連）

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.19におい
て，駅を地域の情報発信拠点として，地域の魅力や観光情
報等を発信するとともに，駅の近くへの宿泊施設の誘致を
検討するとしているところでございます。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.20　基本方針５
訪れたくなる仕掛け・地域づくり

施策５－１ 沿線一体となった地域
資源の磨き上げ・ＰＲ

○　各種イベントの開催
  イベント開催は手間がかかり大変だと思うので，無理を生じな
い範囲でよいと思う。ただ，地域の皆さんや鉄道ファンからの愛
着は高まるし，内容によっては集客力も高いと思うので，ときど
き遊び心に富んだ各種イベントを開催してほしい。
以下は，個人的に思いついたイベントの例。
１） 全駅一定時間停車の臨時列車運行イベント
２） 駅に泊まろうイベント
３） 焼酎を堪能する列車「肥薩焼酎鉄道」の運行
４） 夜行列車運行イベント
５） 国鉄型車両・JR 車両運行イベント
６） 出水駅前の保存SL を活用したイベント開催
７） ガイド乗車列車の運行

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.20におい
て，沿線の関係者が一体となって，話題性のある仕掛けや
イベントを企画するとしており，各種イベントの開催につ
いて引き続き取り組んでまいりたいと考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.17 基本方針３
利用しやすいサービス・施設の実現

施策３－２　駅の施設・設備等の改
善による利便性の向上

○　新駅設置
　コストもかかるので容易ではないが，新駅設置を要望したい。
住宅地，学校や病院のそばなど，新駅があってもよさそうと個人
的に思う箇所は，下表のとおり（鹿児島県内のみ）。

・済生会川内病院前（川内〜上川内）
・川内高校前（川内〜上川内）
・西目（牛ノ浜〜阿久根）
・佐潟口（牛ノ浜〜阿久根）
・阿久根市役所入口（牛ノ浜〜阿久根）
・広域医療センター（阿久根〜折口
・出水本町（西出水〜出水）

御意見いただきありがとうございます。
新駅の設置については，地元住民の要望の有無や関係者間
の合意形成など様々な課題があり，現状では困難と考えて
おります。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P19 基本方針４
駅を核としたまちづくり

P20～21 基本方針５
訪れたくなる仕掛け・地域づくり

行政と肥薩おれんじ鉄道，関係者の間だけで，鉄道の問題を解決
するのでなく地域の大学，高等教育機関の連携，学生，沿線地域
に住む子供たちも含めて問題解決するしくみを取り入れたほうが
よいと思う。おれんじ鉄道スケッチ大会も，そうした一貫でやっ
てみる。
関係者が集まっても，あたりさわりのない意見しか出てこない。
若い人たちの発想を活かす推進組織，チームが必要。活動の推進
役を育てるしくみもリーダ，ファシリテータ養成講座など併せて
取り入れる。

御意見いただきありがとうございます。
頂いた御意見も参考に，肥薩おれんじ鉄道の持続的な運行
に向けて関係者が一体となって，同鉄道の維持・確保・改
善に取り組んでまいります。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.17 基本方針３
利用しやすいサービス・施設の実現

施策３－２ 駅の施設・設備等の改
善による利便性の向上

○　同一平面上・短距離移動の促進
　鉄道利用の際，利用者の物理的移動負担を減らす工夫として，
同一平面上・短距離の移動を勧めてほしい。お年寄りや幼児，身
障者に対して優しいだけでなく，一般の利用者にとっても移動負
担の軽減・移動時間の短縮となり，駅設備の利便性向上につなが
る。
工事等に費用がかかるのがネックだが，可能であれば国や県，自
治体からの補助も得ながら，ぜひ進めてほしい。とくに挙げたい
例は，以下のとおり。
１） 駅跨線橋の撤去・構内踏切の設置
２） 対面乗換えや駅前広場へのバス乗入れ
３） 川内駅のリフォーム

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.17におい
て，列車が到着する番線の駅舎側への変更を検討したまい
りたいと考えております。
なお，川内駅についてはＪＲ九州の所有となっており,当
委員会でリフォーム等の対応（独自の改札口の新設など）
をすることは困難と考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.15　基本方針３
利用しやすいサービス・施設の実現
施策３－２ 駅の施設・設備等の改
善による利便性の向上

○ 「レンタサイクル」の活用を促す工夫
  自転車があると，限られた時間内でも効率的に回れるのがメ
リット。以前何度か肥薩おれんじ鉄道とレンタサイクルとを利用
して，主要駅周辺を回ったことがあった。徒歩だと駅のごく周辺
に限られる周遊範囲が，レンタサイクルでだいぶ広がり，これま
で知らなかった各地の新しい観光地・地域資源に触れられたの
が，とてもよかった。列車内に自転車ごと乗れるサービスも，と
てもありがたかった。
できれば，沿線自治体間の協力も得て，自転車の料金体系を統一
する，乗り捨てできる駅を増やすなどしてレンタサイクル運用の
一体性を高めれば，その効果はさらに高まるのではないか。併せ
て，モデルコースや沿線のグルメ，サイクリング後に立ち寄れる
温泉等を記載した「サイクリングマップ」などがあると，周遊が
より充実してさらに便利。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.17におい
て，自転車利用者に配慮した駐輪場の整備・改善を行うと
ともに，利用者に向けた観光マップや看板の設置，ラック
等の整備を行うこととしており，今後検討してまいりたい
と考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.17　基本方針３
利用しやすいサービス・施設の実現

施策３－２
駅の施設・設備等の改善による利便
性の向上

現状で跨線橋のある駅のバリアフリー化については，費用はかか
るが利便性が高いエレベータ設置の他にも，跨線橋を廃止して敢
えて構内踏切を復活させるという手段もあるため(JR市来駅等で実
例あり)，利用者数や費用を考えて柔軟かつ確実に実施してほし
い。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.17におい
て，列車が到着する番線の駅舎側への変更を検討したまい
りたいと考えております。
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肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.29 基本方針９
マイレール意識の醸成

施策９－２ 住⺠等が肥薩おれんじ

鉄道に親しむ仕組みづくり

○ 使用済みサラダ油の回収⇒ディーゼルカー燃料に利用
 する取り組み
  使用済サラダ油を処理して，ディーゼルカーやトラックの燃料
にできると，以前聞いたことがある。
沿線から，使用済サラダ油を回収し，それを肥薩おれんじ鉄道の
ディーゼルカーの燃料にするような仕組みが，構築できないだろ
うか？
まずは，ある程度まとまった量の使用済サラダ油を使用する飲食
店を中心に，回収をよびかけてもよい。それを，徐々に沿線の各
家庭にまで広げ，地域全体の取り組みにできるとよい。
もちろん，今使用している軽油よりも安上がりであることが条件
ではあるが，使用済サラダ油回収⇒処理⇒ディーゼルカーの燃料
という流れが構築できれば，地域内リサイクルの好例になると思
うし，肥薩おれんじ鉄道の地域における役割や重要性が，さらに
認識してもらえるだろう。沿線の高校や大学に協力をもらいなが
ら進めてもよいと思う。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.29におい
て，掲げている取組みを通じてマイレール意識の醸成に努
めてまいりたいと考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P28～29　基本方針９
マイレール意識の醸成

行政の合意があって取り組みが行われるのではなく，鉄道社員が
主体となったおれんじ鉄道経営安定化施策をどんどん進める。働
いている当事者が，受け身とならないしくみを考えていく。

御意見いただきありがとうございます。
頂いた御意見も参考に，鉄道社員が一体となって，同鉄道
の経営発展に取り組んでまいります。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.29　基本方針９
マイレール意識の醸成

施策9-2 住⺠等が肥薩おれんじ鉄道

に親しむ仕組みづくり

○ 沿線の工業高校や商業高校などの授業に車両基地を活用
  車両整備，運行管理，安全管理，鉄道会社経営などの実務体験
を通じ，沿線の学校に学習の場を提供。
生徒さん方にとっては，肥薩おれんじ鉄道がより実践的な学習の
場となり，またより身近に感じてもらえる機会にもなるのでは。
また将来，肥薩おれんじ鉄道に関わる職業を選択するなどして，
若者が地元に定着することにもつながるかも。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.29におい
て，職業体験など肥薩おれんじ鉄道に慣れ親しんでもらう
仕組みを構築しているところでございます。
また，肥薩おれんじ鉄道においては，現在，高校生及び中
学生を対象としたインターンシップの受入を行っていると
ころでございます。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P28～29　基本方針９
マイレール意識の醸成

おれんじ鉄道の沿線地域の学生，企業，関係者が集まりワーク
ショップのようなことが開催されていると思う。情報発信の実施
する前に，こうしたことでワークショップを開催します。興味の
ある人は広く参加してくださいというような発信がもっとあって
もよいと思う。事後報告が多く，ホームページでその情報を検索
しても出てこない。

御意見いただきありがとうございます。
頂いた御意見を踏まえて，肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共
交通計画（案）P.29 取組②にワークショップの開催を追
記しました。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P28～29　基本方針９
マイレール意識の醸成

問題解決のスピードアップを図るために，鉄道と地域づくりで成
功している取り組みの推進役，鉄道事業者の経営者企画を提案し
たクリエーターによるワークショップをぜひ開催してほしい。

御意見いただきありがとうございます。
頂いた御意見を踏まえて，肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共
交通計画（案）P.29 取組②にワークショップの開催を追
記しました。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.27　基本方針８
肥薩おれんじ鉄道の経営安定化

○　肥薩おれんじ鉄道オンラインショップ
　肥薩おれんじ鉄道のグッズはもちろん，沿線事業者が販売して
いる名物・名産品，沿線高校・大学の開発商品もそこで販売。少
しおおげさな表現になるが，肥薩おれんじ鉄道が，オンライン
ショップの運営を通じ，沿線商品を取り扱う商社となるイメー
ジ。沿線市町村とともに地域をいっしょに盛り上げる役割を果た
せる。併せて，新商品についても，沿線事業者，沿線高校・大学
などと協力・開発し，オンラインショップや駅売店などで販売で
きるとよい。

御意見いただきありがとうございます。
オンラインショップ等の充実について引き続き取り組んで
まいりたいと考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.27 基本方針８
肥薩おれんじ鉄道の経営安定化

○　鹿児島中央〜川内，熊本〜八代をJR 九州から肥薩おれんじ鉄
道に移管
　将来的な話として，鹿児島中央〜川内，熊本〜八代を，肥薩お
れんじ鉄道に組み入れることができないだろうか。
過去にいろいろな事情があったかとは思うが，肥薩おれんじ鉄道
として2004 年に経営分離されたのは，比較的利用者の多い鹿児島
中央〜川内を除いた，川内〜八代間だった。いまは全線開業して
いるが，八代〜熊本も同様に，日常の利用者が比較的多い区間で
ある。これら２区間が肥薩おれんじ鉄道の所管となると，経営と
してはプラスなのではないだろうか（運賃値上げ等により，沿線
住民に影響が出るので，簡単には決められないが）。

東北新幹線（盛岡〜⻘森），北陸新幹線（直江津〜糸魚川〜富山
〜金沢〜福井〜敦賀）をみると，新幹線延伸の際には，県庁所在
地駅近郊をふくめたすべての並行在来線が第３セクター化されて
いる。もし経営にプラスであれば，九州新幹線沿線・熊本以南
も，比較的利用者の多い鹿児島中央〜川内，熊本〜八代につい
て，肥薩おれんじ鉄道が引き継ぐ方向で検討されてもよいのでは
ないだろうか。

御意見いただきありがとうございます。
鹿児島本線の一部区間の移管については，国・沿線自治
体・ＪＲ・沿線住民に影響があるテーマであり，当委員会
単独でお答えすることは困難と考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.27　基本方針８
肥薩おれんじ鉄道の経営安定化

○　鉄橋ガード側面の広告の掲示
　 （広告収入増加策の一環として）
　広告料増収策の一環で，道路と交差する鉄橋の側面に 広告を掲
示してはどうだろうか。
　広告の需要は都心部とは状況が異なるかもしれないが，肥薩お
れんじ鉄道沿線でもこの種の広告の需要があれば，多少なりとも
収入の下支えになるので，検討してはどうだろうか。

御意見いただきありがとうございます。
広告設置については関係条例・施設設備の状況等を勘案す
ると，実施は困難と考えています。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.27　基本方針８
肥薩おれんじ鉄道の経営安定化

○　各種グッズの製作・販売
　すでに各種関連グッズを販売していると思うが，今後も引き続
きいろいろなグッズを充実させていけば，副収入増加も図れるか
もしれない。

御意見いただきありがとうございます。
各種グッズの制作・販売について引き続き取り組んでまい
りたいと考えております。

肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通
計画（素案)

P.24　基本方針７
安全・安定輸送を確保するための施
設・設備の整備

施策７－１
老朽化設備の更新・機能向上

現在の設備は特急が1時間おきに走っていたJR時代のものを引き継
いでいるため，殆どの駅に交換設備があり過剰性能となってい
る。維持費の増大の他，跨線橋の存在による反バリアフリーの問
題もある。いくつかの駅で交換設備を廃止して設備のスリム化を
図るべきである。

御意見いただきありがとうございます。
肥薩おれんじ鉄道沿線地域公共交通計画（案）P.24におい
て，閉塞方式の変更を検討し，設備のスリム化を図り将来
的なメンテナンスコストを低減するとしたところでござい
ます。


